
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

仙
台
地
方
本
部

執
行
委
員
長添

田

寿
男

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
ご
家
族
と
と

も
に
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
仙
台
地

方
本
部
の
活
動
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

年
末
年
始
輸
送
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
組
合
員
の
皆
様
、

関
係
各
位
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。さ

て
、
昨
年
は
中
国
武
漢

が
発
生
源
と
さ
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
、
世
界
中
が
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
の
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現

在
も
感
染
拡
大
は
収
束
を
見

る
ど
こ
と
か
、
拡
大
の
一
途

を
辿
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
経
済
は
も
と
よ
り
、
社

会
の
在
り
方
、
医
療
体
制
、

感
染
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、

差
別
等
様
々
な
問
題
が
浮
き

彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
働
く
交
通
運
輸

産
業
は
４
月
７
日
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
て
以
降
、

人
の
移
動
制
限
が
要
請
さ
れ
、

大
幅
な
減
収
に
よ
り
中
間
決

算
で
は
赤
字
が
続
出
し
、
一

時
帰
休
や
雇
用
調
整
助
成
金

の
適
用
な
ど
雇
用
問
題
は
深

刻
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

Ｊ
Ｒ
産
業
全
体
で
は
２
０
２

１
年
３
月
期
の
売
上
損
失
総

額
が
３
兆
円
に
な
る
だ
ろ
う

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
２
０

２
１
年
３
月
期
決
算
で
４
１

６
０
億
円
の
赤
字
の
予
想
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
は
こ
の
未
曽
有

の
危
機
の
中
、
雇
用
を
守
り
、

会
社
の
維
持
発
展
に
向
け
て

会
社
と
共
に
！
～
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
お
け
る
「
真
の
変
革

に
向
け
て
」
～
を
発
出
し
、

３
つ
の
改
革
「
社
員
の
意
識

改
革
」
「
職
場
改
革
」
「
労

使
改
革
」
を
提
起
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
変
革
２
０
２
７
」

が
目
の
前
で
現
実
に
起
き
て
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
仙
台
地
方
本
部

執
行
委
員
長

添
田

寿
男

岩
沼
駅

執
行
副
委
員
長

飯
野

浩

リ
ビ
ッ
ト
仙
台

駅鈴
木

義
一

総
務
部
総
務

課(

郡
山
）

齋
藤

勝
彦

新
幹
線
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長

栃
窪

吉
則

白
石
蔵
王
駅

執
行
委
員

青
田

節
雄

新
幹
線
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー

橘

伸
幸

郡
山
電
力
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

特
別
執
行
委
員

五
十
嵐
優
一

青
森
新
幹
線

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

会
計
監
査

渡
辺

近

リ
ビ
ッ
ト
福
島

営
業
所

大
泉

浩
康

多
賀
城
駅

S
L
銀
河
「
復
興
の
火
」
宮
城
県
分
会

佐
藤
康
浩
さ
ん
撮
影

謹

賀

新

年

令
和
三
年

年
頭
あ
い
さ
つ



 

い
る
と
認
識
し
、
関
連
会
社

を
含
む
社
員
と
そ
の
家
族
を

守
り
、
労
使
が
一
体
と
な
り

こ
の
危
機
的
状
況
を
い
か
に

乗
り
越
え
る
か
、
職
場
に
蔓

延
る
一
体
感
と
危
機
感
の
欠

如
と
空
虚
感
を
一
掃
す
る
取

り
組
み
を
断
行
す
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

国
鉄
改
革
を
経
験
し
て
い

な
い
社
員
が
多
数
と
な
り
、

こ
の
間
の
順
風
満
帆
だ
っ
た

経
営
状
況
が
経
営
陣
、
管
理

者
、
社
員
を
含
め
危
機
意
識

が
欠
如
し
、
会
社
発
足
以
来

の
危
機
か
つ
一
過
性
で
は
な

い
構
造
問
題
に
直
面
し
て
い

る
認
識
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
未
だ
に
多
数
の

労
働
組
合
が
乱
立
し
、
こ
の

危
機
的
状
況
を
乗
り
越
え
る

に
は
様
々
な
弊
害
が
存
在
し

ま
す
。
組
合
と
は
闘
う
も
の

だ
と
教
え
ら
れ
た
「
闘
争
至

上
主
義
」
。
反
対
運
動
と
職

場
闘
争
で
反
体
制
の
思
想
を

浸
透
さ
せ
階
級
闘
争
を
至
上

主
義
と
す
る
党
派
。
更
に
、

３
年
前
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
瓦
解

で
発
生
し
た
多
数
の
組
合
未

加
入
者
。

大
き
な
社
会
構
造
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
当
社
は

大
胆
な
業
務
改
革
を
実
行
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
健

全
で
強
固
な
労
使
関
係
」
の

構
築
は
絶
対
的
に
必
要
で
す
。

そ
れ
を
担
え
る
の
は
私
た
ち

「
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
」
だ
け
で
す
。

今
こ
そ
「
自
由
に
し
て
民
主

的
労
働
運
動
」
の
実
践
を
通

じ
て
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

結
び
に
今
後
も
安
全
最
優

先
の
取
り
組
み
と
、
本
年
が

組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま

に
と
り
幸
多
き
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
と
、
ご
健
康
、
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

オ
イ
ス
カ
名
取

失
わ
れ
た

海
岸
林
を
甦
ら
せ
よ
う
！

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で

流
さ
れ
た
海
岸
防
災
林
を
作

り
直
す
活
動
が
宮
城
県
名
取

市
の
海
岸
全
長
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
。
２

０
１
３
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
を
開
始
。
昨
年
６
月

全
国
か
ら
参
加
延
べ
数
が
、

１
万
人
を
超
え
た
。

昨
年
１
１
月
１
４
日
全
国

か
ら
企
業
や
労
働
組
合
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
５

０
名
が
参
加
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
は
８
名
が
参
加
し
、
ク
ロ

マ
ツ
の
成
長
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
排
水
の
溝
堀
、
海
岸
の
清

掃
活
動
を
行
っ
た
。
お
昼
に

は
地
元
の
皆
様
か
ら
芋
煮
汁

や
牡
蠣
汁
な
ど
が
提
供
さ
れ
、

と
て
も
有
意
義
な
一
日
を
過

ご
し
た
。

羽
越
線
慰
霊
碑
献
花

「
風
化
さ
せ
な
い
」
安
全
へ

の
誓
い

山
形
県
庄
内
町
で
２
０
０
５

年
１
２
月
、
突
風
に
よ
り
Ｊ

Ｒ
羽
越
線
の
特
急
「
い
な
ほ1

４
号
」
が
脱
線
転
覆
し
、
お

客
様
５
人
が
死
亡
、
３
３
人

が
重
軽
傷
を
負
っ
た
事
故
。

昨
年
１
１
月
２
１
日
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ

オ
ン
仙
台
地
本
執
行
委
員
会

は
事
故
現
場
に
建
て
ら
れ
た

慰
霊
碑
前
で
黙
と
う
し
献
花

を
行
っ
た
。
犠
牲
者
の
冥
福

と
負
傷
者
と
遺
族
に
お
詫
び

を
し
労
働
組
合
と
し
て
、
会

社
と
共
に
安
全
安
定
輸
送
に

取
り
組
み
、
事
故
を
風
化
さ

せ
な
い
、
安
全
へ
の
誓
い
を

あ
ら
た
に
し
た
。

第
３
回
総
対
話
集
会
開
催
！

Ｊ
Ｒ
連
合

尾
形
事
務
局
長

講
演

「
Ｊ
Ｒ
産
業
を
取
り
巻
く
状

況
と
私
た
ち
が
進
む
べ
き
方

向
」昨

年
１
２
月
１
２
日
仙
台

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
第
３
回
総
対
話
集
会
を

開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
指

の
消
毒
・
窓
を
開
放
し
換
気

を
行
い
な
が
ら
の
開
催
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
連
合

尾
形
泰
二
郎
事

務
局
長
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
も
た
ら

し
た
影
響
及
び
社
会
変
化
、

Ｊ
Ｒ
産
業
へ
の
影
響
・
今
後

Ｊ
Ｒ
産
業
が
進
む
べ
き
方
向

性
と
労
使
関
係
の
在
り
方
・

労
使
関
係
を
あ
る
べ
き
方
向

に
導
く
た
め
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本

内
に
お
け
る
取
組
な
ど
に
つ

い
て
、
参
加
者
全
員
で
認
識

を
共
有
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
職
場
で

の
様
々
な
問
題
や
、
感
染
リ

ス
ク
を
減
ら
し
な
が
ら
、
の

組
合
活
動
の
苦
労
や
、
期
末

手
当
や
２
０
２
１
春
闘
に
つ

い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
活

気
あ
る
集
会
と
な
っ
た

今
後
の
主
な
行
事
予
定

１
月
9
日
（
土
）

地
本
出
向
者
・
エ
ル
ダ
ー
集

会

宮
城
野
区
中
央
四
民
セ

ン
タ
ー

１
４
時

２
月
２
日
（
火
）

Ｊ
Ｒ
連
合
第
３
３
回
中
央
委

員
会

Ｊ
Ｒ
九
州
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
小
倉

１
３
時

２
月
８
日
（
月
）

本
部
第
７
回
中
央
委
員

す

み
だ
産
業
会
館

１
３
時
３

０
分

２
月
２
０
日
（
土
）

仙
台
地
本
第
７
回
地
方
委
員

会

宮
城
野
区
中
央
四
民
セ

ン
タ
ー

１
３
時
３
０
分
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